
【技術の名称】ロックユニット                      

【依頼者】ナカダ産業株式会社 

【技術の概要】 

袋詰め玉石工の改良型である『ロックユニット』は底部吊り上げ構造（＝ボトムリフト構造と

呼称）の採用により、従来と比較して中詰め材の拘束力が向上している。中詰め材を拘束”Lock”
し、岩”Rock”のようするという意味合いを込めてロックユニットと命名された。 

素材に再生ポリエステル繊維を使用した極太ラッセル網地で構成されるため、高い引張強さと

耐久性も有している。一般的な袋詰め玉石工は河川環境で適用される工法であるが、ロックユニ

ットは海岸・海洋環境への適用を目標に開発された。 

製品の特徴としては、形状安定性に優れ、積上げ施工が容易であるとともに、繊維特有の柔軟

性から多少の不陸においても施工可能である。また、錆びや腐食のある環境で使用可能、軽量で

あるため製作が容易、陸上から水中への設置も可能である。 

【部分変更内容】 

ロックユニットのタイプに、LR-12t(12t用)が追加された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロックユニットの外観        ロックユニットの概念図 

 【評価の結果】 

（１）水理模型実験において、波浪安定性（KD値、イスバッシュ数）が確認された。 

（２）水理模型実験において、離岸堤断面の底面の砂の吸出し量が捨石以下であることが確認され

た。 

（３）水理模型実験において、離岸堤断面の波の透過率が捨石以下であることが確認された。 

（４）ふるい振とう機を用いた往復振動試験において、形状の変化が従来構造よりも低減されるこ

とが確認された。 

（５）サンシャインカーボンアーク灯式耐候性試験機を用いた紫外線に対する促進暴露試験におい

て7,500hの照射時間で網地の引張強さ保持率が80%以上であることが確認された。 

（６）ウォータージェットを用いた耐久性試験において、コンクリート供試体が30mm摩耗する条件

下で網地の引張強さ保持率が30%以上であることが確認された。 

（７）ロサンジェルス摩耗試験機を用いた耐久性試験において、50,000回転後の網地の引張強さ保

持率が30%以上であることが確認された。 

（８）海洋環境および人体に有害な物質が水中に溶出しないことが確認された。 

部分変更 

極太ラッセル網地 

中詰め材（割栗石、玉石） 


